
　　　　　このコーナーでは満4歳までの
　　お子さんを大募集しています。
おところ・おなまえ・☎番号・お子さんの
生年月日を記入のうえ、30字程度のコメン
トを写真に添えて『広報たこ』までお寄せく
ださい。
◆宛先：〒289-2292　多古町役場

　　　　広報　　  行

♠8月生まれの締切りは6月30日（月）です
♥9月生まれの締切りは7月31日（木）です
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平山　悠
ゆう

人
と

ちゃん

H19 年 6 月 24 日生まれ

〔次浦〕

「５月からは大好きなお

兄ちゃんと一緒に保育

園♪嬉しいな♥」

髙木　誠
せい

也
や

ちゃん

H17 年 6 月 5 日生まれ

〔登戸台〕

「２月にお兄ちゃんに

なり毎日大忙しです」

ecoエ コ

環境かるたるた
環境問題について、みんなで考えるコーナーです。

『
リ
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ー
ス
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リ
サ
イ
ク
ル
』

『
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
く
分
別
』

『
レ
ジ
袋
、

「
い
り
ま
せ
ん
」が
合
言
葉
』

町では資源ごみを中心に9分類の分別を
行っています。ペットボトルもキャップとラ
ベルをきちんと分別しているため、高い評
価を得ています。慣れるまでは大変ですが、
やってみると結構楽しいですよ。

循環型社会のキーワー
ド。ごみを減らそう！繰
り返し使おう！再び資
源として利用しよう！

国民1人当たり年間約300枚のレジ袋が
使用され、年間60万トンがごみとして
捨てられています。「いりません」の一言
がごみを減らし、資源を守ること
につながります。

環境戦士

参上！！
3Ｒれ

る

り

「国鉄職員時代を振り返り、6 年前から鉄道の歴史を織り込み
たいという想いで機関車をモチーフに製作しています。120
号 (194cm × 130cm) のキャンバスに、機関車の物質感と力
強さにこだわって描きました」

佐藤　隆
たかし

さん（次浦）

『時を走る』

久賀幼稚園　ゆりぐみ
『みんなのこいのぼり』 飯田紳

しん

士
じ

朗
ろう

ちゃん

H17 年 6 月 7 日生まれ

〔鷹の巣〕

「山梨へ桃の花見に行

きました」
椎名　優

ゆ

月
づき

ちゃん

H18 年 6 月 22 日生まれ

〔粟田〕

「ゆづ♥ 2 歳になった

よ。毎日お姉ちゃんと

カワイイ女の子になる

ため修行中です　 」

小川久
く

瑠
る

実
み

ちゃん

H17 年 6 月 27 日生まれ

〔宮〕

「カメラ向けられると

恥ずかしいな。かわい

く撮ってね」

岩井　玲
れい

奈
な

ちゃんH19 年 6 月 3 日生まれ〔次浦〕
「元気いっぱいイタズラ大好き玲ちゃんです。３月に引っ越してきました。みんなよろしくね！」

齋藤　百
もも

花
か

ちゃん

H18 年 6 月 8 日生まれ

〔坂〕

「お姉ちゃん大好き♥

いつも一緒に遊んでも

らってます★」

「6 月ごろに銚子で描いた
雨上がりの港です。船を
表現するのにとても苦労
しました。光が淡く射し込
んできた感じと、全体的
な港の雰囲気をとらえる
ことに気を配りました」

秋山 裕
ひろ

子
こ

さん（志代地）

『初夏のドック』
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